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30。 飼料用 とうもろこしに多発生 したサトウキと
｀`
モサ
｀`イクウイルス(ScMV)の 系統 につ いて

[要約 ]

1992年 、 熊本県 の とう もろこ し及 び周辺雑 草の メ ヒシバ にサ トウキ ビモザ イクウ

イルス (ScMV)に よるモザイ ク病 が多発 した。 ScMVに は数種 の血清型 が知 られて い るが

、 本 ウイル スは とうもろこ しでは未記載 の血清 型 Bに 属 す るこ とが分か った。
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〔背景・ね らい〕

とうもろ こしでは ScMVに よるモザイク病の発生が最も多 く被害も大 きい。本邦のサ トウ

キビではScMVの Bと Iの 2種 の血清型が報告されている。 1992年 、九州農業試験場内圃場

の飼料用 とうもろこし及びその周辺雑草のメヒシバにScMVに よるモザイク症状が多発 した。

そこで、今後、本病の防除対策をたて る上で ScMVの 系統 を明かにすることが重要 と考えら

れる。

〔成果の内容・特徴〕

① 1992年 6月 に九州農業試験場 内圃場熊本県西合志町の とうもろこし及びメヒシバに多発 し

たモザイク症状株の内、それぞれ 8株 と14株 か らひも状 ウイルスを分離 した。 これ らの

ウイルスはScMV抗血清 と反応することか らScMVと 同定 した。

② これらScMVの 系統を明 らかにするために、病徴 の激 しいとうもろこし株 よリウイルス

(ScMV― YB(仮 称 ))を 分離 して純化 し、抗血清 (YBas)を 作成 した。比較 として血清
学的に異なるScMV― Bと ScMV― I及 び各々の抗血清を使用 した (矢 野 ら (1988)が 分離 し作

製 )。

③ ScMV― B及 び I系 統の感染葉粗汁液 と各抗血清 (Bas,las)を 混合 して得 られた吸収抗血

清を用いたDIBA法及びウエスタンプロットでの結果、 YBasは ScMV― Iで は吸収されず、

ScMV― Bで 特異的に吸収された。 また、 ウエスタ ンブロッ トの結果、 ScMV― YBの バ ン ドの

位置は ScMV― Bの 位置 と一致 した (第 1図、第 1表 )。

④以上のことか らScMV― YBは ScMVの 血清型 Bに 属すると考えられた。 とうもろこしから分

離 したScMVの 系統が血清学的に検討されたのは今回が始めてである。

⑤吸収抗血清を用いたDIBA法 によって 1992年 に採取 した とうもろこし8株、 メヒシバ 14株 、

か ら分離 した ScMVは いずれ も血清型 Bに 属すると考え られた (第 2表 )。

〔成果の活用画 ,留 意点〕

①とうもろこし及びイネ科植物に発生するScMVの 皿清型の類別に役立てることができる。

②本抗血清は少量であれば配布可能である。
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〔具体的データ〕

O② ③ ④ l)
吸収抗血清 2)
13s― B

,主 )1)① lま ScMV― YB、
‐
② lま ScMV― B、

③はScMV― Iの
ウイルスタンハ

°
ク質を

④は健全トウモ陶シ

成分を泳動。
2)Ias― Bは ScMV― I抗

I〔[L清 か らScMV― Bに

よ り吸収。以下 同様

① ② ③ ④
吸収抗血清
Y Bas― I

① ② ③ ④
吸収抗血清
B as― I

第 1図 交互 吸収抗血清 でのウエスタンフ
｀`
ロットの結果

第 1表 交互 吸収抗血清 での DIBA法 の結 果

吸 収 抗 血 清 2)
サンプル

I aS― B   B as― I    Y Bas― I   Y Bas― B

S c NlV― I
ScMV― B
ScMV一 YB
健全 トウモ陶シ

十 +1) 十

++
+十

十 +
十 ■

一　

十

一
＋

一　

一

注 )1)十 +は 強 い反応 ,± は弱 い反応 ,一 は反応 しない こ とを示 す。 2,第 1図 と同 じ。

第 2表 交互吸収抗血清 での DIBA法 によ る圃場 サ ンプルの反応結果

吸収抗 血清 2) 吸収抗血清 吸収抗 血清
サ ン プル サ ンプル サ ンプル

Ias― B  Bas― I I as-B Bas-i Ias― B  Bas― I

トウモ,コシ1(YB)-1) ++
++
十 十

十 +
■ 十

++
+十
+十

メヒシハ
｀`

++
十 十

++
++
十 十

++
+十
++
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++
++
++
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++
+
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７
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注 )1),2)第 1表 と同 じ.
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